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島田市では、真に豊かな暮らしを実現していくための指針であり、描くまちの姿とその
実現のための新たな方策を位置づける「第２次島田市総合計画」（以下、「第２次総合計画」
とする｡）を策定し、その実現に向け取り組んできました。

前期基本計画（平成 30 年度～令和３年度）を進める中では、世界的に流行した新型コロ
ナウイルス感染症が、医療分野だけでなく社会経済全般に影響を及ぼすと同時に、人々の
暮らしや働き方などにおける価値観の変化やデジタルシフトなどを加速させました。また、
有限である資源を効率的に利用するとともに、リサイクルなどを行って持続可能な形で資源
を循環させながら利用していく「循環型社会」の実現を目指した取り組みや、「誰一人取り
残さない」持続可能でよりよい社会の実現を目指す世界共通の目標「ＳＤＧｓ（Sustainable 
Development Goals：持続可能な開発目標）」に係る取り組みが、公共団体のみならず、
地域住民や民間企業など多様な主体のもと、世界規模で推進されるようになりました。

こうした中、前期基本計画を引き継ぐ後期基本計画（令和４年度～令和７年度）において
は、第２次総合計画で掲げる「選択と集中」による質的成長を重視しつつ、前期基本計画
の評価や課題、今後の社会状況の変化などを踏まえた魅力あるまちづくりを実現する施策
や、市民が島田市に対する誇りや愛着をより深めることができる施策を盛り込み、基本構
想に掲げる将来像「笑顔あふれる　安心のまち　島田」の実現に向けて取り組んでいきます。

総合計画は、「基本構想」「基本計画」「実施計画」で構成し、期間を８年間とします。

総合計画に位置付ける施策は、別に定める個別計画にて具体的に計画されています。
（巻末資料「島田市個別計画一覧」P.224 ～ P.227 参照）

はじめに

１．第２次島田市総合計画について
（１） 策定の目的

（２） 構成と期間

後期基本計画（４年間）

島田市総合計画 基本構想（８年間）

前期基本計画（４年間）

平成 30 年度      令和 3 年度 令和 4 年度      令和 7 年度 令和８年度・・・

（2018 年度） （2021 年度）（2022 年度）

次期計画

（2025 年度）（202６年度）

※計画期間は３年間とし、毎年度
　見直しを行うローリング方式とする
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総合計画における将来指標として、基本となる人口・世帯数については、「島田市まち・
ひと・しごと創生人口ビジョン（令和元年度改訂）」に示す人口の将来展望（2060 年：
80,000 人）１を前提とするものとし、総合計画の目標年次である令和７年（2025 年）時点
の値を位置づけます。

また、これまでの取り組みの成果により、平成 30 年（2018 年）推計の人口推計値が、
前期基本計画で参考とした平成25年（2013年）推計の人口推計値よりも上昇したことから、
後期基本計画では、目標年次における目標人口を 92,000 人から 93,000 人へと修正します。

また、当該値をもとに、世帯数、平均世帯人員について算出すると、次のとおりとなります。

■人口の将来展望と総合計画の目標年次人口
（島田市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン）

■人口・世帯数の見込２

目標年次 令和７年（2025 年）における目標人口　 93,000 人 　

１【人口の将来展望】平成 27 年（2015 年）の国勢調査人口に基づく推計値（平成 30 年（2018 年）推計）
２【人口・世帯数の見込】各年推計値：島田市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン「人口の将来展望」から算出（推計）

（３） 島田市まち・ひと・しごと創生人口ビジョンとの関係

100,275

62,392

98,112 95,132 92,476
90,267 88,008 86,101 84,432 82,836 81,399 80,000

25,000

45,000

65,000

85,000
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125,000

H22 H27 R2 R7 R12 R17 R22 R27 R32 R37 R42

社人研推計準拠

島田市人口ビジョン

（年）

（人）

約２万人の減少抑制

（実績値） （推計値） 

総合計画の目標年次

（約93,000人） 2060年の目標人口

（80,000人）

97,516 94,601 92,476

34,084 34,856 35,558

2.86
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0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

3.00

3.50

4.00

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7
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（人・世帯） （人／世帯）

（年）
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将来人口推計３をもとに、令和７年（2025 年）の年齢別の人口をみると、15 歳未満人
口は 10,958 人（11.9％）、15 ～ 64 歳人口は 49,785 人（54.1％）、65 ～ 74 歳人口は
12,627 人（13.7％）、75 歳以上人口は 18,646 人（20.3％）となり、特に 75 歳以上の
後期高齢者人口が増加し、更なる高齢化の進行が予想されます。

また、人口の見通しに応じた就業人口については、令和７年（2025 年）で約 40,000 人
と見込まれます。

■年齢別人口構成の見込

■年齢比率の推計 ■将来就業人口の推計

３【将来人口推計】平成 27 年（2015 年）の国勢調査人口に基づく推計値（平成 30 年（2018 年）推計）
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※就業率（就業人口／15 歳以上の市人口） 
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２．島田市を取り巻く状況

① 人口減少・少子超高齢社会の進行
日本が直面している人口減少や少子超高齢社会の進展は、労働力の減少や地域活力の低

下、年金や医療費といった社会保障費の増加など、社会の様々な面での影響が懸念されて
います。また、ひとり暮らしの高齢者や核家族世帯の増加など、世帯構成にも変化がみられ、
介護や子育てなどへ不安を抱えている人が増えています。このような状況の中、安心して
子どもを生み育てられる環境づくりや、高齢者が健康で生きがいを持ち安心して暮らせる
ためのまちづくりが求められています。

② 安全・安心、あらゆる危機への関心の高まり
東日本大震災による地震災害の恐怖は、発災から 10 年が経過した現在でもはっきりと私

たちの中に残っています。今後、南海トラフ巨大地震などの大きな地震が高い確率で発生
すると発表されており、危機管理意識とリスク対処意識が求められています。

また、近年日本各地で台風や大雨による大規模な水害による被害が発生し、人命や農作物
に大きな影響をもたらしています。激甚化する自然災害に対する警戒と被害を軽減する基
盤整備が必要です。併せて、河川流域に関わるあらゆる関係者との協働による治水対策「流
域治水」に取り組むことが求められています。

さらに、令和２年には私たちの生活様式を変容させるほどの大きな影響を与えた、新型
コロナウイルス感染症が発生しました。こういった自然災害以外のものも含めたあらゆる
危機に対し、安全・安心を確保する対策が求められています。

③ ＳＤＧｓの実現に向けた取り組み
ＳＤＧｓは、2015 年の国連サミットにおいて、全会一致で採択された持続可能で多様

性と包摂性のある社会の実現に向けた国際目標です。17 のゴールとそれを更に具体化した
169 のターゲットが掲げられており、「誰一人取り残さない」を理念とし、2030 年までに
達成することを目指しています。そのため、住民、企業、行政など、すべての主体がこの
目標を共有し、目標達成のために取り組んでいくことが求められています。

（１） 時代の潮流
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④ 環境問題への対応
国は、令和２年 10 月に「2050 年カーボンニュートラル１、脱炭素社会の実現を目指す」

ことを宣言しました。成長戦略の柱に経済と環境の好循環を掲げ、グリーン社会２の実現に
最大限注力し、2050 年までに温室効果ガスの排出を国全体としてゼロにする目標を掲げて
います。また、グリーン投資３の更なる普及を進めるとともに脱炭素社会の実現に向けて、
国全体が総力を挙げて取り組むこととしました。

環境問題は地球温暖化だけではありません。マイクロプラスチックを原因とした深刻な
海洋汚染や外来種の侵入による生態系の破壊、森林破壊など、地域レベルから地球規模の
ものまで様々な課題を認識する必要があります。

⑤ 価値観やライフスタイルの多様化
人々の価値観は、物質的な豊かさから心の豊かさを重視する方向へと変化しています。加

えて、コロナ禍においてこれまで価値があるとされていたものが見直され、既存の価値か
ら新しい価値へのシフト、つまりニューノーマルが進んでいます。また、デジタル化が進
行する一方で、自然、歴史、文化といった体感できるものが脚光を浴び、地域を見直すきっ
かけになっています。

働き方、教育、消費行動、観光をはじめ、日常生活を取り巻く環境は大きく転換しており、
新しい生活様式への行動変容が求められています。

⑥ デジタル化の進展
高度な情報通信技術と交通網の発達により「ヒト」「モノ」「情報」のスピード感ある流動

化が進んでいますが、世界と比較すると日本のデジタル化が遅れていることがこのコロナ禍
で明らかとなりました。

その中で国は、令和３年９月にデジタル庁を発足し、大胆かつ継続的なデジタル化の推進
を図っています。また、ＧＩＧＡスクール構想による児童・生徒への端末配備を機に、学校
教育現場におけるＩＣＴの活用が本格化してきています。一方、こうした社会システムの急
速な転換期における情報弱者への対応、地域による情報格差の発生が課題とされています。

それと同時に国は、新たな社会像として Society5.0４の実現を掲げ、仮想空間と現実空間
を融合し、経済発展と社会的課題の解決を両立した人間中心の社会を目指すことを提唱しま
した。

ＩＣＴ等の先端技術やデータをあらゆる分野で活用してデジタルトランスフォーメーショ
ンを推進し、安心・快適・便利で豊かな暮らしを実現するスマートシティ５の形成がより求
められています。

　 
用語解説
１【カーボンニュートラル】温室効果ガスの排出について、排出量から吸収量と除去量を差し引いた合計をゼロにす

ること。
２【グリーン社会】環境への対策をすることで経済も成長するという好循環を生み出せる社会のこと。
３【グリーン投資】環境に配慮した経済活動への投資のこと。
４【Society5.0】サイバー空間（仮想空間）とフィジカル空間（現実空間）を高度に融合させたシステムにより、

経済発展と社会的課題の解決を両立する、人間中心の社会のこと。
５【スマートシティ】ＩＣＴ等の新技術を活用しつつ、マネジメント（計画、整備、管理・運営等）の高度化によ

り、都市や地域の抱える諸課題の解決を行い、また新たな価値を創出し続ける、持続可能な都市や地域のこと。
Society 5.0 の先行的な実現の場となる。
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⑦ 共生社会の実現
2021 年に開催された東京オリンピック・パラリンピックでは、「多様性と調和」として「人

種、肌の色、性別、性的指向、言語、宗教、政治、障害の有無など、あらゆる違いを肯定し、
自然に受け入れ、互いに認め合うことで社会は進歩」を基本コンセプトの一つとして掲げ
ました。この基本コンセプトの重要性は現在世界的に認識されています。私たち一人ひと
りが「多様性と調和」について理解し、まずは家族や友人といった身近なところからはじめ、
それを学校や職場、地域と拡大していき、誰もが自分らしく、また、お互いに支え合い調
和して生きていく「共生社会」の実現が求められています。

⑧ 住民参画・協働意識の高まり
財政状況等の行政情報公開の徹底やパブリック・コメント制度等の導入、行政への住民参

加・参画の制度は、現在ほとんどの地方自治体で実施しています。ＩＣＴを活用した住民参
画の導入も進み、地域単位のコミュニティに加え、それぞれの住民が関心のあるテーマごと
に複層的なコミュニティを形成し始めています。

住民のボランティアやＮＰＯ活動、コミュニティ活動は、保健・医療、社会教育、子ど
もの健全育成などを中心に年々増加しており、活動内容も多岐にわたっています。地域の
活力向上のためには、こうした一人ひとりの力を発揮した住民参画を一層進め、地域のあ
らゆる情報を共有し、誇りと愛着、パートナーシップを深めることが求められています。
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用語解説
１【旧市内】昭和 23 年１月１日の市制施行以降から昭和 30 年の伊久身村、大長村、大津村、六合村との合併までの間、

島田市であったエリアを指す。

① 人口等の状況
総人口は平成７年の 103,490 人をピークに減少に転じています。日本の総人口のピーク

の平成 20 年や静岡県人口のピークの平成 19 年と比較して、10 年ほど早く人口減少に転
じています。

また、市内６地域別に平成 29 年と令和２年の地域別人口増減比をみると、六合地域と
初倉地域では増加傾向にありますが、中山間地域である川根地域や伊久身・大長地域では、
人口減少の比率が大きくなっています。なお、地域別人口の構成比では、旧市内１・大津地
域が全体の４割以上を占めています。

（２） 島田市の概況

　■人口の推移（全市）

　■地域別人口増減比（平成 29 年／令和２年） 　■地域別人口構成比（令和２年）

　　　　　資料：総務省「国勢調査」（各年 10 月１日現在）

資料：市民課「島田市の人口・世帯」（各年 12 月 31 日現在）
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合計：97,748 人 
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「年齢別人口構成」については高齢化が進み、若年層の減少傾向が進んでいます。「人口
動態」については、自然増減のマイナス幅が大きくなっており、人口減少の主な要因となっ
ています。

主要な人口指標について静岡県内 23 市で比較すると、「高齢化率（65 歳以上人口÷人口
総数）」は 23 市中８番目、「平均世帯人員数」は３番目となっています。

一方、一般世帯に占める単独世帯の割合は、23 市の中で最も低くなっています。

　■年齢別人口構成 ■人口動態

　　■人口・世帯に関するポジショニング

資料：市民課「島田市の人口・世帯」
　　　（令和２年 12 月 31 日現在）

資料：行政総務課「島田市統計書」

　　資料：総務省「国勢調査」（令和 2 年 10 月 1 日現在）
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100～104歳

105歳以上■男性 女性■

（人） （人）

△ 410 △ 413 △ 466 △ 540 △ 516 △ 555

△ 134 △ 74 △ 30 △ 191

15 60 
724 755 688 705 660 654

1,134 1,168 1,154 1,245 1,176 1,209 

2,577 2,683 2,590 2,482
2,643 2,638 

2,711 2,757
2,620 2,673 2,628 2,578 

△ 1,000

△ 500

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

H26 H27 H28 H29 H30 R1

自然増減 社会増減 出生 死亡 転入 転出

（年）

人口総数
(人)

調査年 R2

県・市名 実数 実数 高齢化率 順位 実数 順位 実数
一般世帯に
占める割合

順位

静岡県　 3,633,202 1,084,282 30.2% 2.4 472,201 31.8%

静岡市 693,389 209,628 30.7% 10 2.3 19 103,930 34.9% 5

浜松市 790,718 220,925 28.3% 17 2.5 14 102,460 31.9% 9

沼津市　　　　 189,386 60,488 32.3% 6 2.3 20 30,215 36.2% 4

熱海市　　　　 34,208 16,376 48.7% 1 1.9 23 9,384 50.9% 1

三島市　　　　 107,783 31,677 29.8% 14 2.3 18 15,326 33.2% 6

富士宮市　　　 128,105 37,925 29.8% 13 2.5 13 15,141 29.4% 14

伊東市　　　　 65,491 27,965 43.5% 2 2.1 21 11,384 36.9% 3

島田市　　　　 95,719 30,176 31.7% 8 2.7 3 8,694 24.6% 23

富士市　　　　 245,392 69,314 28.4% 16 2.5 11 28,127 28.9% 16

磐田市　　　　 166,672 47,581 29.0% 15 2.6 10 19,177 29.5% 13

焼津市　　　　 136,845 40,865 30.0% 12 2.6 9 14,783 27.8% 20

掛川市　　　　 114,954 32,043 28.1% 18 2.6 5 12,293 28.1% 19

藤枝市　　　　 141,342 42,602 30.4% 11 2.6 6 13,450 24.9% 22

御殿場市　　　 86,614 22,176 25.8% 22 2.6 7 10,864 32.4% 8

袋井市　　　　 87,864 21,310 24.5% 23 2.6 8 10,361 30.4% 11

下田市　　　　 20,183 8,535 42.5% 4 2.1 22 3,769 39.1% 2

裾野市　　　　 50,911 13,667 27.0% 21 2.5 16 6,748 32.6% 7

湖西市　　　　 57,885 16,070 27.9% 19 2.5 12 6,906 30.0% 12

伊豆市　　　　 28,190 11,999 42.6% 3 2.5 15 3,316 29.0% 15

御前崎市　　　 31,103 9,537 31.0% 9 2.7 2 3,272 28.5% 17

菊川市　　　　 47,789 12,864 27.2% 20 2.7 4 5,035 28.4% 18

伊豆の国市　　 46,804 15,750 33.9% 5 2.5 17 5,840 30.6% 10

牧之原市　　　 43,502 13,834 32.0% 7 2.7 1 4,171 26.2% 21

65歳以上人口（人）

R2

平均世帯人員
（人口総数÷一般世帯）

R2

単独世帯（世帯）

R2
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② 健康・子育て環境の状況
静岡県内 23 市の状況を比較すると、当市は人口総数１万人当たりの一般病院数が 23 市

中で最も少ないですが、病床数で比較すると、23 市中 15 番目となっています。
なお、一般診療所数についても、23 市中 15 番目となっています。
０～５歳人口１千人当たりの保育所等件数は、23 市中８番目と中位にあります。
また、令和３年４月１日現在の保育所入所待機児童数は０人となっています。

■健康・子育て環境のポジショニング

資料：人口総数、０～５歳人口・・・総務省「国勢調査」（令和 2 年 10 月 1 日現在）
　　　一般病院数、一般診療所数・・・厚生労働省「医療施設調査」
　　　保育所等の数・・・厚生労働省「社会福祉施設等調査」
　　　※厚生労働省の調査については、e-Stat（日本の統計が閲覧できる政府統計ポータルサイト）で確認
　　　保育所入所待機児童数・・・静岡県が発表する保育所等利用待機児童数の状況（令和３年４月１日現在）
　　　※「保育所等」は、保育所、幼保連携型認定こども園、保育所型認定こども園

人口総数
(人)

0～5歳
人口(人)

調査年 R2 R2

県・市名 実数 実数 実数
人口総数１万人
あたりの件数

順位 実数
人口総数１万人
あたりの件数

順位 実数
0～5歳人口１千
人あたりの件数

順位 実数 順位

静岡県　 3,633,202 155,452 144 0.40 2732 7.52 645 4.15 21
静岡市 693,389 28,169 24 0.35 11 549 7.92 7 158 5.61 6 0 1
浜松市 790,718 36,869 26 0.33 13 647 8.18 5 118 3.20 21 0 1
沼津市　　　　 189,386 6,545 8 0.42 7 153 8.08 6 33 5.04 7 0 1
熱海市　　　　 34,208 619 5 1.46 2 36 10.52 2 6 9.69 1 0 1
三島市　　　　 107,783 4,470 5 0.46 6 90 8.35 4 20 4.47 9 1 18
富士宮市　　　 128,105 5,302 3 0.23 19 93 7.26 10 23 4.34 12 0 1
伊東市　　　　 65,491 1,693 2 0.31 15 56 8.55 3 10 5.91 5 1 18
島田市　　　　 95,719 4,283 1 0.10 23 68 7.10 15 20 4.67 8 0 1
富士市　　　　 245,392 10,657 9 0.37 9 175 7.13 14 43 4.03 13 0 1
磐田市　　　　 166,672 7,671 6 0.36 10 123 7.38 9 26 3.39 19 0 1
焼津市　　　　 136,845 5,705 4 0.29 16 82 5.99 20 13 2.28 23 0 1
掛川市　　　　 114,954 5,730 3 0.26 18 77 6.70 17 18 3.14 22 0 1
藤枝市　　　　 141,342 6,244 4 0.28 17 102 7.22 12 20 3.20 20 0 1
御殿場市　　　 86,614 4,071 8 0.92 5 46 5.31 23 18 4.42 10 0 1
袋井市　　　　 87,864 4,705 2 0.23 21 63 7.17 13 16 3.40 17 2 21
下田市　　　　 20,183 510 2 0.99 4 24 11.89 1 4 7.84 3 0 1
裾野市　　　　 50,911 2,486 2 0.39 8 35 6.87 16 9 3.62 16 2 21
湖西市　　　　 57,885 2,357 2 0.35 12 42 7.26 11 8 3.39 18 14 23
伊豆市　　　　 28,190 747 5 1.77 1 16 5.68 21 7 9.37 2 1 18
御前崎市　　　 31,103 1,265 1 0.32 14 17 5.47 22 5 3.95 14 0 1
菊川市　　　　 47,789 2,519 1 0.21 22 29 6.07 19 11 4.37 11 0 1
伊豆の国市　　 46,804 1,798 6 1.28 3 29 6.20 18 7 3.89 15 0 1
牧之原市　　　 43,502 1,662 1 0.23 20 34 7.82 8 13 7.82 4 0 1

一般病院数(件) 一般診療所数(件) 保育所等の数(件)
保育所入所
待機児童数(人)

R1 R1 H30 R3.4
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③ 産業等の状況
産業別就業者数について、全体の就業者数は平成７年以降減少傾向にあり、特に第１次

産業は 20 年間で４割以上減少しています。当市の第１次産業の就業者数を静岡県内 23 市
で比較すると、23 市中６番目となっています。

また、当市における事業所数と従業者数の状況を静岡県内 23 市で比較すると、第２次産
業事業所数が事業所総数に占める割合は 23 市中５番目と上位にあります。一方で、第３次
産業事業所数が総事業所数に占める割合は 23 市中 17 番目となっています。

　　■産業別就業者の推移

■事業所数・従業者数に関するポジショニング

　　資料：総務省「国勢調査」（各年 10 月 1 日現在）

資料：総務省「平成 26 年（2014）経済センサス - 基礎調査結果」

事業所総数
従業者
総数(人)

調査年 H26 H26

県・市名 実数 実数
事業所総数に
占める割合

順位 実数
事業所総数に
占める割合

順位 実数 実数
従業者総数に
占める割合

順位 実数
従業者総数に
占める割合

順位

静岡県　 182,631 39,450 21.60% 142,426 77.99% 1,857,811 562,768 30.29% 1,286,203 69.23%
静岡市 37,081 7,134 19.24% 17 29,877 80.57% 6 372,917 80,537 21.60% 19 291,758 78.24% 5
浜松市 37,660 8,389 22.28% 14 29,094 77.25% 11 394,381 112,665 28.57% 14 279,586 70.89% 10
沼津市　　　　 11,046 2,178 19.72% 16 8,837 80.00% 8 111,759 29,855 26.71% 15 81,436 72.87% 9
熱海市　　　　 2,928 360 12.30% 22 2,560 87.43% 2 21,537 1,712 7.95% 23 19,745 91.68% 1
三島市　　　　 5,530 867 15.68% 20 4,649 84.07% 4 48,493 10,701 22.07% 18 37,721 77.79% 6
富士宮市　　　 5,837 1,404 24.05% 9 4,378 75.00% 15 58,314 23,650 40.56% 5 33,963 58.24% 19
伊東市　　　　 4,596 621 13.51% 21 3,960 86.16% 3 30,113 3,143 10.44% 21 26,876 89.25% 3
島田市　　　　 4,571 1,201 26.27% 5 3,358 73.46% 17 41,816 15,132 36.19% 10 26,504 63.38% 14
富士市　　　　 12,532 2,820 22.50% 12 9,689 77.31% 10 127,542 43,317 33.96% 12 84,002 65.86% 12
磐田市　　　　 7,000 1,885 26.93% 4 5,088 72.69% 20 88,797 41,388 46.61% 3 47,173 53.12% 21
焼津市　　　　 6,597 1,720 26.07% 6 4,838 73.34% 18 64,179 21,848 34.04% 11 41,349 64.43% 13
掛川市　　　　 5,023 1,244 24.77% 8 3,758 74.82% 16 59,458 24,033 40.42% 6 35,188 59.18% 18
藤枝市　　　　 6,236 1,391 22.31% 13 4,827 77.41% 9 60,759 18,352 30.20% 13 42,160 69.39% 11
御殿場市　　　 3,864 647 16.74% 19 3,200 82.82% 5 46,487 11,881 25.56% 17 34,510 74.24% 7
袋井市　　　　 3,569 842 23.59% 10 2,714 76.04% 13 40,296 16,008 39.73% 7 24,183 60.01% 17
下田市　　　　 2,117 221 10.44% 23 1,883 88.95% 1 12,569 1,138 9.05% 22 11,247 89.48% 2
裾野市　　　　 1,980 462 23.33% 11 1,499 75.71% 14 31,495 11,845 37.61% 8 19,483 61.86% 15
湖西市　　　　 2,415 627 25.96% 7 1,761 72.92% 19 37,385 23,708 63.42% 1 13,478 36.05% 23
伊豆市　　　　 1,876 403 21.48% 15 1,447 77.13% 12 14,416 2,488 17.26% 20 11,646 80.79% 4
御前崎市　　　 1,684 529 31.41% 2 1,133 67.28% 22 16,212 6,006 37.05% 9 9,975 61.53% 16
菊川市　　　　 1,884 518 27.49% 3 1,349 71.60% 21 20,173 8,574 42.50% 4 11,150 55.27% 20
伊豆の国市　　 2,493 479 19.21% 18 2,003 80.34% 7 20,679 5,346 25.85% 16 15,209 73.55% 8
牧之原市　　　 2,651 862 32.52% 1 1,778 67.07% 23 26,896 12,841 47.74% 2 13,966 51.93% 22

第３次産業従業者数(人)

H26 H26

第２次産業事業所数 第３次産業事業所数

H26 H26

第２次産業従業者数(人)
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農業の状況については、農家数は全体として年々減少傾向にあり、20 年間で６割以上減
少しています。一方で専業農家数は増加傾向にあります。

工業の状況については、事業所数は減少傾向であるものの、それ以外の項目は 10 年前に
比べて増加しています。

商業の状況については、１事業所当たり及び１従業者当たりの年間販売額が増加してい
ます。特に卸売業は、14 年前に比べて 1.5 倍程度の増加が見られます。

観光の状況については、観光レクリエーション客数が平成 28 年度をピークに減少傾向に
あります。宿泊客数は平成 27 年度以降ほぼ横ばいで推移しています。

462 386 431 476 518 

2,693 

1,657 1,236 1,081 810 

1,262 

992 
876 

632 
420 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

5,000

H7 H12 H17 H22 H27

（戸） 

（年）

専業 第２種兼業農家 第１種兼業農家

0.8

0.9

1

（年）

1.1

1.2

1.3

1.4

H21  H22  H23  H24  H25  H26  H28  H29  H30  R1

事業所数 従業者数
製造品出荷額 １事業所当たり製造品出荷額
１従業者当たり製造品出荷額

■農業の状況 ■工業の状況 【H21 を１としたときの指数】
※ H27 は数値なし

　　資料：行政総務課「島田市統計書」 　　資料：経済産業省「工業統計調査」、「経済センサス」

0.5
0.6
0.7
0.8
0.9

1

（年）

1.1
1.2
1.3
1.4
1.5
1.6

H14　 　H16　 　H19　 　H24　 　H26　 　H28

事業所数 従業者数 年間販売額
１事業所当たり年間販売額 １従業者当たり年間販売額

（年）
事業所数 従業者数 年間販売額
１事業所当たり年間販売額 １従業者当たり年間販売額

0.6
0.7
0.8
0.9

1
1.1
1.2
1.3
1.4
1.5

H14　 　H16　 　H19　 　H24　 　H26　 　H28

■商業の状況（卸売業） ■商業の状況（小売業）
　　【H14 を１としたときの指数】

　　資料：経済産業省「商業統計調査」「経済センサス」

　　【H14 を１としたときの指数】

　　資料：経済産業省「商業統計調査」「経済センサス」

■観光の状況

資料：静岡県観光交流の動向

　　　【観光レクリエーション客数】 　　【宿泊客数】
(人) (人) 
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1,772,641 1,345,479 
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島田市 焼津市 藤枝市 牧之原市
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④ 土地利用・開発等の状況
１）土地利用の状況

土地の地目別面積は山林が全体の約半分を占めています。直近（平成 30 年から令和元年
まで）では、概ね横ばいながら、その他のみが増加しています。

２）市街地開発等の状況
開発行為の許可状況についてみると、近年の件数は２件前後で増減を繰り返しています。
新設住宅戸数は、平成 25 年度の 787 戸をピークに減少傾向にあり、令和２年度には初

めて 500 戸を割り込んでいます。

　■国土利用別面積の推移

■開発行為の許可件数及び面積の推移 ■所有関係別新設住宅戸数の推移

資料：都市政策課「島田市都市計画のあらまし」 資料：静岡県「静岡県住宅行政概要等（住宅着工統計）」

資料：行政総務課「島田市統計書」　※各年１月１日現在
　　　　　　　　　　　　　　　　 ※「その他」には、道路敷・堤塘敷・墓地などが該当する
　　　　　　　　　　　　　　　　 ※課税課「概要調書」（総評価面積＋非課税地籍）に基づく

(㎡) (件) 
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３）交通基盤等の状況
広域交通網は市域の南半分に集中し、東名高速道路や新東名高速道路、東海道本線・新

幹線など、首都圏と中京圏をつなぐ交通の要衝となっています。
市域を東西に横断する国道１号では、４車線化に向けた事業が進められているほか、御

前崎港と国道１号菊川インターチェンジを結ぶ「金谷御前崎連絡道路」の整備も進められ
ています。

一方、南北に目を向けると大井川鐵道大井川本線が通り、奥大井への玄関口として観光
交流客をはじめ多くの人を迎えています。

市域の南端には富士山静岡空港があり、国内線・国際線とも就航しています。島田駅・金
谷駅と直通バスでつながるとともに、2,000 台の駐車場が整備されるなど、高いアクセス
性を有しています。

門出駅

合格駅

資料：都市政策課「島田市都市計画マスタープラン」
　　　国土交通省「国土地理院　地理院地図」
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用語解説
１【財政力指数】地方公共団体の財政力を示す指数のこと。財政力指数が高いほど、普通交付税算定上の留保財源が

大きいことになり、財源に余裕があるといえる。
２【実質公債費比率】地方公共団体の借入金の返済額の大きさを、その地方公共団体の財政規模に対する割合で示し

たもの。
３【将来負担比率】地方公共団体が抱える負債の大きさを、その地方公共団体の財政規模に対する割合で示したもの。

⑤ 市財政の状況
普通会計歳入総額、歳出総額は令和２年度でそれぞれ584億円、573億円となっています。
主たる財政指標の状況についてみると、財政力指数１は、平成 27 年度～令和２年度では

概ね 0.75 前後で推移しています。実質公債費比率２は令和２年度で 6.8％となり、将来負
担比率３も平成 28 年度以降には算定されておらず、どちらも改善傾向にあります。

　　　　　■歳入歳出総額の推移

■主な財政指標の状況
資料：総務省「市町村決算カード」

資料：総務省「市町村決算カード」

　　　【財政力指数の推移（３か年平均）】 　　 　【実質公債費比率（３か年平均）】

　 　　【将来負担比率】

(億円) 

(年度) 
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島田市に住み続けたい意向については、「今の場所で住み続けたい」と「市内の別の場所
で住み続けたい」の回答を合わせた［住み続けたい］の割合が 76.6％となっています。

令和３年度を含む過去５年間の調査結果を見ると、概ね 75％の市民の方が［住み続けた
い］と回答しています。

令和３年度島田市総合計画市民意識調査の実施結果により、主な意見を整理します。
市民意識調査概要（詳細は P.239 を御覧ください）
調 査 地 域：島田市全域
調査対象者： 島田市に居住する男女 2,500 人（18 歳以上を対象に住民基本台帳より無作為抽出）

島田市の好感度については、「とても好き」と「まあ好き」の回答を合わせた［島田市が好き］
の割合が 73.7％となっています。毎年、島田市が好きな人の割合が増えてきています。

３．アンケート調査結果にみる市民意向

（１） 居住意向

（２） 島田市の好感度

令和３年度(N=1,006) 

令和２年度(N=1,053) 

令和元年度(N=953) 

平成 30 年度(N=952) 

平成 29 年度(N=948) 

69.9 

70.8 

69.3 

70.4 

70.9 

6.7 

7.7 

8.1 

5.1 

6.2 

4.6 

4.0 

4.3 

5.5 

5.0 

1.8 

1.6 

1.6 

13.7 

12.2 

14.6 

16.9 

15.1 

3.4 

3.7 

2.2 

2.1 

2.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今の場所で住み続けたい 市内の別の場所で住み続けたい
市外に移り住みたい 県外に移り住みたい
わからない 無回答

15.4 

11.4 

9.5 

10.2 

10.0 

58.3 

58.0 

59.7 

57.7 

56.2 

20.1 

22.3 

23.4 

25.6 

26.6 

2.9 

3.6 

4.7 

4.1 

3.9 

0.5 

0.5 

0.4 

0.6 

0.5 

2.9 

4.2 

2.2 

1.8 

2.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とても好き まあ好き どちらともいえない
あまり好きでない とてもきらい 無回答

令和３年度(N=1,006) 

令和２年度(N=1,053) 

令和元年度(N=953) 

平成 30 年度(N=952) 

平成 29 年度(N=948) 

16　第2次島田市総合計画 笑顔あふれる 安心のまち 島田　17



（３） 今後の取り組みについて
島田市が今後どのようなまちを目指したらよいかについては、「医療が充実したまち」が

最も高くなっており、次いで「地震対策など災害に強いまち」、「活力のある、産業が発展
したまち」と続いています。

島田市の行政運営について今後望むことについては、「公共施設の効率的な活用」が最も
高くなっており、次いで「市の組織のスリム化」、「窓口対応サービスの向上」と続いています。

※回答が複数選択できる形式の質問であるため、各回答項目の合計が 100％を超えています。

※回答が複数選択できる形式の質問であるため、各回答項目の合計が 100％を超えています。

6.3%

2.6%

3.2%

5.9%

7.8%

8.3%

10.8%

25.1%

27.8%

30.4%

31.0%

35.0%

35.2%

49.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

無回答

その他

ボランティアや地域活動などの住民参加が盛んなまち

周辺市町と連携・協力するまち

健康づくりやスポーツ活動が盛んなまち

歴史や文化を大切にするまち

観光や、訪れる人との交流が盛んなまち

自然環境を大切にしたまち

都市基盤・生活環境が整ったまち

人づくりや育児・教育環境が充実したまち

福祉が充実したまち

活力のある、産業が発展したまち

地震対策など災害に強いまち

医療が充実したまち
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24.5%
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38.5%

無回答

その他

市政運営への市民参加の強化

行政サービスへのボランティア（有償・無償を問わず）の活用

行政情報の積極的な公開

市職員の能力の向上

公共事業の見直し

デジタル技術の積極的な活用

民間でできることの民間への委託

民間で実績を持つ人材の登用、活用

窓口対応サービスの向上

市の組織のスリム化

公共施設の効率的な活用

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%
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（４） 主な施策の評価について
令和３年度島田市総合計画市民意識調査における島田市の取り組みに対する現在の評価

（満足度）と今後への期待（重要度）を点数化し、「Ⅰ．重点取組エリア」、「Ⅱ．継続取組エリア」、
「Ⅲ．取組強化エリア」、「Ⅳ．取組検討エリア」の四つの領域に分類しました。

相対的に満足度が低く重要度が高い「Ⅰ．重点取組エリア」に属する施策について、優
先的に取り組む必要があります。

地震・水害など災害に強いまちづくり

健康の増進

医療の充実

高齢者の医療・介護・福祉の充実

障害者が生活しやすい環境づくり

保育環境の充実や子育てへの支援

地域ぐるみの教育環境の充実

小・中学校教育の充実

生涯学習への支援

青少年の健全育成

生涯スポーツへの支援

雇用の確保・創出

企業への支援や誘致などの工業振興

魅力ある商店街づくりなどの商業振興

農林業の振興

地域の特色を活かした観光の振興

再生可能エネルギー活用などによる地球環境の保全

地域循環共生圏の形成

省エネルギーの推進

エネルギーの地産地消の推進

ごみ・リサイクル対策

森林など自然環境の保全

水資源・水環境の保全

歴史を活かしたまちづくり

文化活動への支援

シティプロモーションの推進
在住外国人との交流・共生

国際交流や都市間交流の推進

転入者を増やす取組の推進

関係人口との関係強化

住宅地の整備や良質な住まいづくりの促進

上下水道の整備主要な道路の整備

コンパクト･プラス･ネットワークの推進

計画的な土地利用の推進

心地よい景観の形成

富士山静岡空港を活用したまちづくり

公共交通機関の充実

市民の市政への参加の推進

市の財政の健全運営

情報公開など行政の透明性の向上

周辺市町との連携によるまちづくりの推進

公共施設の質・量・管理費の適正化

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

3.00

3.50

4.00

4.50

-2.50 -2.00 -1.50 -1.00 -0.50 0.00 0.50 1.00 1.50 2.00 2.50満足度

Ⅲ．取組強化エリア Ⅳ．取組検討エリア

Ⅱ．継続取組エリアⅠ．重点取組エリア

重要度平均値： 2.65

満足度平均値 ：－0.18
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主な施策の前期基本計画期間における満足度、重要度の経年変化を、政策分野ごとにま
とめ、市民意識調査結果から前期基本計画の評価を行いました。

平成 29 年度以降、すべての項目において満足度は上昇しています。特に、島田市立総合医
療センターの建設、自主防災組織力の向上、しまトレや認知症カフェ実施箇所数の増加など
により、「医療の充実」、「地震・水害など災害に強いまちづくり」、「高齢者の医療・介護・福
祉の充実」は大幅に上昇しています。すべての項目が継続取組エリア（満足度と重要度がと
もに平均値以上）に位置しており、後期基本計画期間においても継続して取り組む必要があ
ります。

【グラフの見方】

・満足度、重要度の推移については、調査年度ごと●で示してあります。●の数が５個未満
の項目については、平成 30 年度以降新しく調査項目として追加したものになります。

・グラフに十字で入っている黒い太線は、令和３年度調査における満足度の平均値（－ 0.18）
と重要度の平均値（2.65）になります。

・満足度の平均値、重要度の平均値との比較により、四つのエリアに分類しています。

①防災・福祉・健康について

（１） 主な施策の評価の経年変化について

４．前期計画の振り返りとこれからのまちづくりの課題認識

22 

(５) 主な施策の評価の経年変化について

主な施策の前期基本計画期間における満足度、重要度の経年変化を、政策分野ごとにまとめ、

市民意識調査結果から前期基本計画の評価を行いました。 

【グラフの見方】 

・満足度、重要度の推移については、調査年度ごと●で示し 

てあります。●の数が５個未満の項目については、平成 30 年度以降新しく調査項目として

追加したものになります。 

・グラフに十字で入っている黒い太線は、令和３年度調査における満足度の平均値（－0.18）

と重要度の平均値（2.65）になります。 

・満足度の平均値、重要度の平均値との比較により、４つのエリアに分類しています。 

①防災・福祉・健康について

平成 29 年度以降、全ての項目において満足度は上昇しています。特に、「医療の充実」、

「地震・水害など災害に強いまちづくり」、「高齢者の医療・介護・福祉の充実」は大幅に上

昇しており、島田市立総合医療センターの建設、自主防災組織力の向上、しまトレや認知症カ

フェ実施箇所数の増加などが評価されたと推測されます。すべての項目が継続取組エリア（満

足度と重要度がともに平均値以上）に位置しており、後期基本計画期間においても継続して取

り組んでいく必要があります。
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地震・水害など災害に強いまちづくり

健康の増進
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高齢者の医療・介護・福祉の充実障害者が生活しやすい環境づくり
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満足度 

満足度 

満足度平均値：-0.18 

重要度平均値：2.65 

Ⅰ．重点取組エリア Ⅱ．継続取組エリア 

Ⅲ．取組強化エリア Ⅳ．取組検討エリア 

Ⅰ．重点取組エリア Ⅱ．継続取組エリア 
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(５) 主な施策の評価の経年変化について

主な施策の前期基本計画期間における満足度、重要度の経年変化を、政策分野ごとにまとめ、

市民意識調査結果から前期基本計画の評価を行いました。 

【グラフの見方】 

・満足度、重要度の推移については、調査年度ごと●で示し 

てあります。●の数が５個未満の項目については、平成 30 年度以降新しく調査項目として

追加したものになります。 

・グラフに十字で入っている黒い太線は、令和３年度調査における満足度の平均値（－0.18）

と重要度の平均値（2.65）になります。 

・満足度の平均値、重要度の平均値との比較により、４つのエリアに分類しています。 

①防災・福祉・健康について

平成 29 年度以降、全ての項目において満足度は上昇しています。特に、「医療の充実」、

「地震・水害など災害に強いまちづくり」、「高齢者の医療・介護・福祉の充実」は大幅に上

昇しており、島田市立総合医療センターの建設、自主防災組織力の向上、しまトレや認知症カ

フェ実施箇所数の増加などが評価されたと推測されます。すべての項目が継続取組エリア（満

足度と重要度がともに平均値以上）に位置しており、後期基本計画期間においても継続して取

り組んでいく必要があります。
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すべての項目において満足度が平均
値以上となっています。特に保育受入
れ体制の強化による待機児童の減少、
子育て世代包括支援センターによる相
談機能の充実などにより、「保育環境の
充実や子育てへの支援」の満足度が大
きく上昇しています。

一方「生涯学習への支援」、「生涯ス
ポーツへの支援」の重要度が低くなっ
ています。しかし、新型コロナウイル
ス感染症の影響による行動変容などか
ら市民のニーズについて大きな変化が
生じる可能性があり、令和３年度以降
の重要度の変化を注視して施策を展開
していく必要があります。

すべての項目において満足度が平均値以下となっています。産業支援センターおびサポ
における充実した相談体制の確保、新東名島田金谷ＩＣ周辺での企業誘致及び KADODE 
OOIGAWA の開業、有機・無農薬栽培茶園の拡大等により満足度は上昇しているものの、依
然として平均値には達していない状況です。

一方で、重要度は高い項目が多く、この分野に対する市民の期待の高さが伺えます。特に「雇
用の確保・創出」、「魅力ある商店街づくりなどの商業振興」、「企業への支援や誘致などの工
業振興」が高くなっています。「島田市中心市街地活性化基本計画」、「島田市観光戦略プラン」
等に基づき、施策を更に充実させていく必要があります。

②子育て・教育について

③経済・産業について
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雇用の確保・創出

企業への支援や誘致などの工業振興

魅力ある商店街づくりなどの商業振興

農林業の振興

地域の特色を活かした観光の振興

1.50
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2.50

3.00

3.50

4.00

-3.50 -3.00 -2.50 -2.00 -1.50 -1.00 -0.50 0.00 0.50

②子育て・教育について

全ての項目において満足度が平均値以上

となっています。特に保育受入れ体制の強

化による待機児童の減少、子育て世代包括

支援センターによる相談機能の充実などに

より、「保育環境の充実や子育てへの支援」

の満足度が大きく上昇しています。 

一方「生涯学習への支援」、「生涯スポ

ーツへの支援」の重要度が低くなっていま

す。しかし、新型コロナウイルス感染症の

影響による行動変容などから市民のニーズ

について大きな変化が生じる可能性があり、

令和３年度以降の重要度の変化を注視して

施策を展開していく必要があります。 

③経済・産業について

  全ての項目において満足度が平均値以下となっています。産業支援センターおびサポにおけ

る充実した相談体制の確保、新東名島田金谷 IC 周辺での企業誘致及び KADODE OOIGAWA の開

業、有機・無農薬栽培茶園の拡大等により満足度は上昇しているものの、依然として平均値に

は達していない状況です。 

  一方で、重要度は高い項目が多く、この分野に対する市民の期待の高さが伺えます。特に

「雇用の確保・創出」、「魅力ある商店街づくりなどの商業振興」、「企業への支援や誘致な

どの工業振興」が高くなっています。島田市中心市街地活性化基本計画、島田市観光戦略プラ

ン等に基づき、施策を更に充実させていく必要があります。 

重
要
度

重
要
度

保育環境の充実や子育てへの支援

地域ぐるみの教育環境の充実

小・中学校教育の充実

生涯学習への支援

青少年の健全育成

生涯スポーツへの支援

0.50
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2.00

2.50

3.00

3.50

4.00

4.50

-1.50 -1.00 -0.50 0.00 0.50 1.00 1.50

Ⅱ．継続取組エリア 

Ⅰ．重点取組エリア 

満足度 

Ⅳ．取組検討エリア 

Ⅲ．取組強化エリア 

満足度 

Ⅰ．重点取組エリア 
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雇用の確保・創出

企業への支援や誘致などの工業振興

魅力ある商店街づくりなどの商業振興

農林業の振興

地域の特色を活かした観光の振興

1.50

2.00

2.50

3.00

3.50

4.00

-3.50 -3.00 -2.50 -2.00 -1.50 -1.00 -0.50 0.00 0.50

②子育て・教育について

全ての項目において満足度が平均値以上

となっています。特に保育受入れ体制の強

化による待機児童の減少、子育て世代包括

支援センターによる相談機能の充実などに

より、「保育環境の充実や子育てへの支援」

の満足度が大きく上昇しています。 

一方「生涯学習への支援」、「生涯スポ

ーツへの支援」の重要度が低くなっていま

す。しかし、新型コロナウイルス感染症の

影響による行動変容などから市民のニーズ

について大きな変化が生じる可能性があり、

令和３年度以降の重要度の変化を注視して

施策を展開していく必要があります。 

③経済・産業について

  全ての項目において満足度が平均値以下となっています。産業支援センターおびサポにおけ

る充実した相談体制の確保、新東名島田金谷 IC 周辺での企業誘致及び KADODE OOIGAWA の開

業、有機・無農薬栽培茶園の拡大等により満足度は上昇しているものの、依然として平均値に

は達していない状況です。 

  一方で、重要度は高い項目が多く、この分野に対する市民の期待の高さが伺えます。特に

「雇用の確保・創出」、「魅力ある商店街づくりなどの商業振興」、「企業への支援や誘致な

どの工業振興」が高くなっています。島田市中心市街地活性化基本計画、島田市観光戦略プラ

ン等に基づき、施策を更に充実させていく必要があります。 

重
要
度

重
要
度

保育環境の充実や子育てへの支援

地域ぐるみの教育環境の充実

小・中学校教育の充実

生涯学習への支援

青少年の健全育成

生涯スポーツへの支援

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

3.00

3.50

4.00

4.50

-1.50 -1.00 -0.50 0.00 0.50 1.00 1.50

Ⅱ．継続取組エリア 

Ⅰ．重点取組エリア 

満足度 

Ⅳ．取組検討エリア 

Ⅲ．取組強化エリア 

満足度 

Ⅰ．重点取組エリア 
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「ごみ・リサイクル対策」は、調査開始以降、すべての調査項目の中で最も高い満足度を維
持していますが、全体的に満足度は低下傾向にあります。

ＳＤＧｓやカーボンニュートラルに向けた取り組みにより、ごみの発生抑制や資源のリサ
イクル、水資源の保全といった環境に関する取り組みを更に強化し、利便性と環境負荷の低
減のバランスを考慮しながら施策を展開していく必要があります。

また、「公共交通機関の充実」については満足度が低くなっており、市民意識調査において
も多くの意見が寄せられる項目であるため、施策を充実させていく必要があります。

蓬莱橋 897.4 茶屋のオープン、諏訪原城跡や川越し街道の積極的な活用により、「歴史を活
かしたまちづくり」の満足度が上昇するなど、全体的に満足度は上昇傾向にあります。

一方で、効果が市民に伝わりにくい側面もあり、重要度はすべて平均値以下となっています。
歴史を活かしたまちづくりの推進による当市の文化資源の周知、シティプロモーションの市
内への波及に取り組み、市民の関心が高まるような施策展開が必要となります。

④環境・自然・生活について

⑤歴史・文化・地域について
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④環境・自然について

  「ごみ・リサイクル対策」は、全ての調査項目において、調査開始以降毎年度最も高い満足

度を維持しています。 

ゼロカーボンシティの表明、クリーンセンターの長寿命化等を行いましたが、ＳＤＧｓの認

知度向上や国全体でのカーボンニュートラルの宣言、自然環境への関心の高まりなどもあり、

全体的に満足度は低下傾向にあります。自然環境への意識は今後もさらに高まることが見込ま

れるため、満足度を上昇させる施策をさらに展開していく必要があります。また、「公共交通

の確保」については満足度が低くなっており、市民意識調査においても多くの意見が寄せられ

る項目であるため、施策を充実させていく必要があります。 

⑤歴史・文化・地域について

  蓬莱橋 897.4 茶屋のオープン、諏訪原城跡や川越し街道の積極的な活用により、「歴史を活

かしたまちづくり」の満足度が上昇するなど、全体的に満足度は上昇傾向にあります。 

  一方で、効果が市民に伝わりにくい側面もあり、重要度は全て平均値以下となっています。

歴史を活かしたまちづくりの推進による島田市の文化資源の周知、シティプロモーションの市

内への波及に取り組み、市民の関心が高まるような施策展開が必要となります。

地域循環共生圏の形成

ごみ・リサイクル対策
森林など自然環境の保全

水資源・水環境の保全

再生可能エネルギー活用などによる

地球環境の保全

省エネルギーの推進
エネルギーの地産地消の推進

公共交通機関の充実

2.00

2.50

3.00

3.50

4.00

4.50

-2.00 -1.50 -1.00 -0.50 0.00 0.50 1.00 1.50 2.00 2.50

重
要
度

重
要
度

歴史を活かしたまちづくり

文化活動への支援

国際交流や都市間交流の推進

シティプロモーションの推進

転入者を増やす取組の推進

関係人口との関係強化

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

3.00

-2.50 -2.00 -1.50 -1.00 -0.50 0.00 0.50 1.00 1.50 2.00 2.50

Ⅰ．重点取組エリア Ⅱ．継続取組エリア 

Ⅲ．取組強化エリア 

Ⅲ．取組強化エリア Ⅳ．取組検討エリア 

満足度 

満足度 

在住外国人との交流・共生
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④環境・自然について

  「ごみ・リサイクル対策」は、全ての調査項目において、調査開始以降毎年度最も高い満足

度を維持しています。 

ゼロカーボンシティの表明、クリーンセンターの長寿命化等を行いましたが、ＳＤＧｓの認

知度向上や国全体でのカーボンニュートラルの宣言、自然環境への関心の高まりなどもあり、

全体的に満足度は低下傾向にあります。自然環境への意識は今後もさらに高まることが見込ま

れるため、満足度を上昇させる施策をさらに展開していく必要があります。また、「公共交通

の確保」については満足度が低くなっており、市民意識調査においても多くの意見が寄せられ

る項目であるため、施策を充実させていく必要があります。 

⑤歴史・文化・地域について

  蓬莱橋 897.4 茶屋のオープン、諏訪原城跡や川越し街道の積極的な活用により、「歴史を活

かしたまちづくり」の満足度が上昇するなど、全体的に満足度は上昇傾向にあります。 

  一方で、効果が市民に伝わりにくい側面もあり、重要度は全て平均値以下となっています。

歴史を活かしたまちづくりの推進による島田市の文化資源の周知、シティプロモーションの市

内への波及に取り組み、市民の関心が高まるような施策展開が必要となります。

地域循環共生圏の形成

ごみ・リサイクル対策
森林など自然環境の保全

水資源・水環境の保全

再生可能エネルギー活用などによる

地球環境の保全

省エネルギーの推進
エネルギーの地産地消の推進

公共交通機関の充実
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4.00
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-2.00 -1.50 -1.00 -0.50 0.00 0.50 1.00 1.50 2.00 2.50

重
要
度

重
要
度

歴史を活かしたまちづくり

文化活動への支援

国際交流や都市間交流の推進

シティプロモーションの推進

転入者を増やす取組の推進

関係人口との関係強化
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Ⅰ．重点取組エリア Ⅱ．継続取組エリア 

Ⅲ．取組強化エリア 

Ⅲ．取組強化エリア Ⅳ．取組検討エリア 

満足度 

満足度 

在住外国人との交流・共生
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市道横岡新田牛尾線や向島町公園が完成したものの、整備中や計画段階の箇所が多くあり、
事業効果等を実感できていない状況から、「主要な道路の整備」や「住宅地の整備や良質な住
まいづくりの推進」の満足度が低下しています。また、「島田市都市計画マスタープラン」、「島
田市立地適正化計画」に位置付けた「コンパクト・プラス・ネットワークの推進」については、
重要度が上昇傾向にあるものの平均値以下となっています。市民とまちづくりの方針を共有
しながら、効果が実感できる施策展開を図っていく必要があります。

⑥都市基盤について

すべての項目において満足度は平均
値に近くなっていますが、重要度は項
目によって大きく異なっています。重
要度が最も高い「市の財政の健全運営」
については 、島田市立総合医療センター
の建設、島田市役所新庁舎の建設など
大規模な事業を実施しているものの、
実質公債費比率や将来負担比率は改善
傾向であり、満足度は上昇しています。

一方で、「市民の市政への参加の推進」
の重要度は最も低くなっています。市
民協働による、持続可能なまちづくり
をより推進する必要があります。

⑦行財政について
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⑥都市基盤について

  市道横岡新田牛尾線や向島町公園が完成したものの、整備中や計画段階の箇所が多くあり、

事業効果等を実感できていない状況から、「主要な道路の整備」や「住宅地の整備や良質な住

まいづくりの推進」の満足度が低下しています。また、策定した都市計画マスタープラン、立

地適正化計画に則った「コンパクト・プラス・ネットワークの推進」については、重要度が上

昇傾向にあるものの平均値以下となっています。市民とまちづくりの方針を共有しながら、効

果が実感できる施策展開を図っていく必要があります。 

⑦行財政について

 全ての項目において満足度は平均値に近

くなっていますが、重要度は項目によって

大きく異なっています。重要度が最も高い

「市の財政の健全運営」については 、島

田市立総合医療センターの建設、島田市役

所新庁舎の建設など大規模な事業を実施し

比率ているものの、実質公債費率や将来負

担は改善傾向であり、満足度は上昇してい

ます。逆に、「市民の市政への参加の推進」

の重要度が最も低くなっていますが、市民

協働の考え方は、持続可能なまちづくりを

推進するにあたって必要不可欠なものです。

様々な形で行政に関わる市民を増やしてい

き、協働の重要性についての理解を深め、

意識を根付かせていく取り組みが必要とな

ります。 

満足度 

重
要
度

重
要
度

住宅地の整備や良質な住まいづくりの推進

上下水道の整備

主要な道路の整備

コンパクト・プラス・ネットワークの推進

計画的な土地利用の推進

心地よい景観の形成

富士山静岡空港を活用したまちづくり

1.50

2.00

2.50

3.00

3.50

4.00

-2.50 -2.00 -1.50 -1.00 -0.50 0.00 0.50 1.00 1.50 2.00 2.50
満足度 

市民の市政への参加の推進

市の財政の健全運営

情報公開など行政の

透明性の向上

周辺市町との連携による

まちづくりの推進

公共施設の質・量・

管理費の適正化

1.50

2.00

2.50

3.00

3.50

4.00

-1.50 -1.00 -0.50 0.00 0.50 1.00 1.50

Ⅰ．重点取組エリア 

Ⅲ．取組強化エリア Ⅳ．取組検討エリア 

Ⅱ．継続取組エリア 

Ⅰ．重点取組エリア 

Ⅲ．取組強化エリア Ⅳ．取組検討エリア 

Ⅱ．継続取組エリア 
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⑥都市基盤について

  市道横岡新田牛尾線や向島町公園が完成したものの、整備中や計画段階の箇所が多くあり、

事業効果等を実感できていない状況から、「主要な道路の整備」や「住宅地の整備や良質な住

まいづくりの推進」の満足度が低下しています。また、策定した都市計画マスタープラン、立

地適正化計画に則った「コンパクト・プラス・ネットワークの推進」については、重要度が上

昇傾向にあるものの平均値以下となっています。市民とまちづくりの方針を共有しながら、効

果が実感できる施策展開を図っていく必要があります。 

⑦行財政について

 全ての項目において満足度は平均値に近

くなっていますが、重要度は項目によって

大きく異なっています。重要度が最も高い

「市の財政の健全運営」については 、島

田市立総合医療センターの建設、島田市役

所新庁舎の建設など大規模な事業を実施し

比率ているものの、実質公債費率や将来負

担は改善傾向であり、満足度は上昇してい

ます。逆に、「市民の市政への参加の推進」

の重要度が最も低くなっていますが、市民

協働の考え方は、持続可能なまちづくりを

推進するにあたって必要不可欠なものです。

様々な形で行政に関わる市民を増やしてい

き、協働の重要性についての理解を深め、

意識を根付かせていく取り組みが必要とな

ります。 

満足度 
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住宅地の整備や良質な住まいづくりの推進

上下水道の整備

主要な道路の整備

コンパクト・プラス・ネットワークの推進
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市民の感じる幸福度については、平成 29 年度以降継続して全国平均の 6.4 点を上回ってい
ます。

直近２年は上昇傾向であり、令和３年度調査は過去最高の点数となっています。
市民の感じる幸福度は着実に上昇しています。

（２） 市民の感じる幸福度１（前期基本計画における全体指標）について

　 
用語解説
１【市民の感じる幸福度】市民意識調査「幸福感について」における市民の感じる幸福度のこと。調査対象者が回答

した０点から 10 点までの幸福度の平均値を指す。

6.6 6.6

6.5

6.7
6.8

6.0
6.1
6.2
6.3
6.4
6.5
6.6
6.7
6.8
6.9
7.0
7.1
7.2

H29 H30 R1 R2 R3

（点）

（年度）

7.0 点以上

（目標値）

6.4 点 

（全国平均）
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時代潮流や市の現状把握（データ）などからみた前期計画の振り返りと当市の課題等に
ついて、以下の視点に基づき整理します。

① 防災
南海トラフ巨大地震や台風・豪雨など自然の脅威がもたらす災害に対して、あらゆる危

機事態へ対応できる体制が求められます。また、新型コロナウイルスなど未知のウイルス
のパンデミックに対して感染予防対策や備えが必要になります。

また、高齢者や障害者など弱い立場の人を地域・行政がどのように守るかを問われてい
ます。地域全体での防災訓練や防災教育を普及させるとともに、災害時要配慮者を支援す
ることが重要です。

大規模・激烈な自然災害や原子力災害、感染症などのあらゆる危機事態に柔軟に対応し、
広域防災拠点としての役割を果たすため、ソフト・ハード両面での防災・減災対策、強靭
化対策を着実に進めるとともに、中核となる人材を育成し、防災関係機関や関係自治体と
の一体的な災害対応能力を一層高める必要があります。

② 福祉・健康
令和３年５月に開院した島田市立総合医療センターには急性期医療を担う地域の基幹病

院として、救急医療体制、災害医療体制の維持や地域の医療、保健・福祉機関との連携推
進を踏まえた機能向上を図ることが求められています。

団塊の世代が後期高齢者となる 2025 年問題を間近に控え、高齢者数や高齢者単独世帯
数の増加が見込まれ、市の支出に占める医療・介護の割合が一層大きくなることが予想さ
れます。医療・介護等の社会保障費の抑制を図るためにも、高齢者のみならず、すべての
年代で健康意識を高め、健康寿命を延ばす取り組みが必要です。

地域福祉及び健康づくりの推進とともに、医療と介護の連携や、高齢者、障害者、子ども、
生活困窮者など、支援を必要とする人すべてを地域全体で支え合う体制づくり、すなわち
地域共生社会の実現が求められています。

（３） 分野別の認識
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③ 子育て・教育
誰もが活躍できる社会の実現に向けて、性別に関係なく、仕事と育児の両立ができる環

境が求められています。働き方の見直しや保育支援体制の充実など、仕事を続けながら安
心して子育てができる環境づくりを推進していく必要があります。

少子化の進行により年々児童・生徒数が減少している中、適正な人数により切磋琢磨で
きる環境の確保など子どもにとってよりよい教育を行えるよう、学校の適正な規模・配置
を目指す必要があります。

一方、家庭のあり方が多様化し、様々な困難、背景を抱えた子どもが増加していること
を踏まえ、スクールソーシャルワーカー等を活用することにより児童・生徒一人ひとりに
寄り添った支援体制をつくるとともに、地域と学校の連携、協働体制についても強化して
いくことが求められます。

比較的時間に余裕のある高齢者だけでなく、すべての市民が生涯学習を楽しむことがで
きる環境をつくる必要があります。

市民の健康づくり・体力づくりのために、スポーツに親しむことができる環境をつくる
ことが求められています。

④ 経済・産業
就業者数を見ると、第１次・第２次産業で減少し、第３次産業で増加しているものの、全

体では減少傾向にあります。今後、第３次産業にとどまらず、産業全体の底上げの必要が
あります。

新型コロナウイルス感染拡大の影響で市内経済は停滞し、特に飲食、宿泊、観光に関する
業種は大きな打撃を受けています。そうした中、コロナ禍を機にテレワークやワーケーショ
ン１といった多様な働き方が推進されるなど、一人ひとりの価値観や常識が変わりつつあり
ます。いわゆるニューノーマルに対応した、ニーズを逃さない施策を展開していくことが
求められています。

市内農家総数は最近 25 年で６割以上減少しています。特にお茶は、国内価格の低迷によ
り生産量及び販売額ともに大幅に減少しています。また、茶業に限らず、高齢化や廃業に
より担い手が不足し、耕作放棄地も増加しています。農地の集約や基盤整備により、生産性・
収益性の高い農業者を育てるとともに、販売方法や加工方法を工夫し、名産品として市内
外に発信できるような魅力ある農作物づくりを進めることが求められています。

蓬莱橋や川越遺跡をはじめ、祭事、茶畑、温泉、大井川鐵道などの固有の歴史や文化、豊
かな自然環境を見て体験できる観光資源が多く存在していますが、これらを交流人口の獲
得に十分有効活用できているとは言い難い状況です。ターゲットを意識した観光資源のプ
ロモーションと商品化、そして流通を促進するため、地域を観光地として経営する推進体
制を形成していく必要があります。

　 
用語解説
１【ワーケーション】「ワーク＝仕事」と「バケーション＝休暇」を組み合わせた造語で、観光地など自宅以外の非

日常の場所でリモートワークを行いつつ、休暇を楽しむ新たなワークスタイルのこと。
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⑤ 環境・自然・生活
良好な自然環境が将来にも受け継がれていくよう、様々な角度から保全活動に取り組ん

でいくことが求められます。
国内外で地球温暖化抑制に向けた取り組みが行われている一方、平均気温の上昇は現在

も進行しており、その影響と考えられる異常気象や災害も多発しています。
日本も含め、多くの国が二酸化炭素排出削減目標を掲げるなど、世界中で脱炭素社会へ

の機運が高まっています。当市においても脱炭素社会の実現に向けて、太陽光やバイオマス、
風力等の新エネルギー・再生可能エネルギーの更なる利活用について、官民連携した取り
組みが必要となります。

市域の６割以上が山林・田・畑などの自然的土地利用となっており、豊かな自然が将来
にも受け継がれていくよう、様々な分野から緑を守る活動に取り組んでいくことが求めら
れます。

性別や文化の違いといった多様性を認め合い、すべての人が自分らしく安心して暮らせ
るまちづくりが求められています。快適で安心して暮らせる居住環境の整備、お互いを尊
重し合える機運づくりを進めていく必要があります。

⑥ 歴史・文化・地域
地域の特徴、独自の生活様式、歴史・文化的な資源といったものが、地域への愛着や住

民同士の連帯感を高めることにつながると期待されています。こういった資源を保護・保
存するだけではなく、観光などのまちづくりに積極的に活用していく必要があります。

また、「島田市緑茶化計画」を旗印とした「シティプロモーション」などの活動によって
地域愛が高まることを期待しています。これらを活かして市民が地域への愛着と誇りを高
め、それが市外・国外への強い発信力となって、更なる連携や交流が生み出されるよう、
地域固有の歴史・文化の再認識と市民の共通財産としての定着化、さらに、その効果的な
活用が重要になります。

新型コロナウイルス感染拡大の影響により、地方への関心が高まっています。各自治体で
地方への人の流れをつくる移住・定住施策の取り組みが行われる中、当市に興味を持ち、行っ
てみたいと思う人、住んでみたいと思う人が増えるよう積極的に取り組む必要があります。
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⑦ 都市基盤
人口減少・少子高齢化が進行する中において、今後も持続可能な暮らしやすいまちづくり

を進めていくためには、地域の拠点に市民の生活を支える都市機能（医療・福祉・商業など）
や居住を誘導することで人口密度を維持し市民生活の利便性を確保するとともに、複数の
拠点間のネットワーク化を図る「コンパクト・プラス・ネットワーク」のまちづくりの推
進が必要です。

当市には新東名高速道路や富士山静岡空港といった広域高速交通網の強みがあります。こ
の強みを更に大きくするため、広域幹線道路の整備について国や県に対して強く働きかけ
ることが必要です。また、地域振興の発展と交流人口の拡大を図るため、新東名高速道路
島田金谷インターチェンジ周辺や旧金谷中学校跡地等の活用が必要となります。

高度経済成長期をはじめ、これまで整備してきた道路・河川・公園・上下水道などの老
朽化が進行しています。道路舗装の打替えや橋りょうの長寿命化、上下水道関連施設の耐
震化など、社会資本ストックを計画的に点検、整備していく必要があります。

⑧ 行財政
まちづくりを進めていく上で、子育て、防災、防犯、環境美化から、総合的な地域福祉

の推進といったあらゆる分野において、市民の主体的な参画や学校、企業、行政など様々
な団体との協働は不可欠となっています。これらの方々と連携したまちづくりを進めてい
く必要があります。

高度経済成長期以降に整備された公共施設の老朽化が進行する中、人口減少、少子高齢
化や厳しい財政状況を踏まえ、公共施設の質を高めつつ、保有量、管理費の適正化を計画
的に進め、ムリ・ムラ・ムダのない経営を目指す必要があります。

生活圏や経済圏をひとつにする地方公共団体の連携により、業務の共同化や円滑化を目
指す動きが活発になっています。当市においても、人口減少・少子超高齢社会にあっても
一定の人口を確保し、活力ある社会経済を維持する目的で設置した「しずおか中部連携中
枢都市圏」や近隣市町との連携など、取り組みに応じた柔軟な枠組みによる連携体制を深
化させていくことが重要です。
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計画策定の背景となる社会情勢、市の現状、市民意識調査結果などを踏まえて、今後の
まちづくりにおいて解決していくべき課題の方向性を整理します。

整理にあたっては、市の外部環境（機会、脅威）と内部環境（強み、弱み）の組み合わ
せから成る四つの領域【成長戦略】、【回避戦略】、【改善戦略】、【改革戦略】へと分類する
ＳＷＯＴ分析を活用しています。

成長戦略
（強みによって機会を更に活かす方向）

回避戦略
（強みで脅威を回避・克服する方向）

・文化財など地域資源を活用した観光振興
・ふじのくにフロンティア推進エリアにおける

都市的土地利用の更なる促進
・市内５高等学校との人的・技術的連携の強化

及び高校生の地域愛の醸成
・子育て世代の定住の促進と魅力の磨き上げ
・「島田市緑茶化計画」の推進
・市民が参加、実感できる自然環境保全の取り

組みや安全・安心なまちづくりの継続・維持
・ＤＸの強力な推進
・広域的な交通拠点の立地を活かした、企業誘

致の促進やより生活しやすい居住環境づくり
・第２次産業の集積を活かした関連企業集積の

促進、産業・情報基盤の更なる整備

・豊かな自然環境を後世につなぐ
・生産人口の更なる流入による都市活力の維持
・子どもを生み、育てやすい環境づくり
・地域の基幹病院となる島田市立総合医療セン

ターにおける救急医療及び災害医療体制の維
持

・防災拠点確保等を視点に置いた新庁舎建設
・児童・生徒の教育面・安全面に配慮した施設

更新と災害時に地域避難所の役割を果たす耐
震補強工事

・環境にやさしいまちづくりの推進
・地域資源を活かした多様な働き方の推進（サ

テライトオフィス、テレワークなど）
・ワーク・ライフ・バランスの推進

改善戦略
（機会を逃さないように弱みを改善する方向）

改革戦略
（脅威を克服して最悪の事態を招かない）

・若年世代の市内定住の促進（定住促進策の充
実、子育て支援策等と連携したＰＲ）

・中心市街地の空き家・空き店舗のリノベー
ション支援などによるまちとしての資産価値
の向上

・地域の特産物、観光資源などを活かした商
業、観光振興

・共生社会の実現

・働く場所や暮らしやすさの確保などによる若
者の流出防止と地域に応じた人口バランスの
確保

・コンパクト・プラス・ネットワークの推進
・市内事業者への支援（事業継続、事業承継）
・安定的な財源確保と効率的な行政サービスの

実施
・人口減少・少子超高齢社会に対応する公共施

設のストックの適切な維持・管理及び整備の
推進

（４） 戦略課題の認識
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■　未来に向けて　■
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未来に向けて

１．循環型社会
２．縮充　　　
３．ＤＸ　　　

第２次島田市総合計画は、平成 30年度から令和７年度までの８年間の計画です。
近未来だけを考えるのではなく、次の世代に素晴らしい島田市をつなげていくことも、現在を生
きる私たちの役目です。
10 年先 20 年先の島田市のために、８年間の計画期間にとどまらない、長期的な視点が大切な
のです。
私たちの大好きな島田市を次の世代につなげましょう。

日本国内においては、人口減少や少子高齢化が進行しています。さらには、新型コロナウイルス
感染症の流行や地球温暖化を起因とした気候変動などは、地球規模での対応が求められています。
このような中でも、豊かで持続可能な社会をつくり、島田市を次の世代につなげるため、総合計
画の計画期間にはとどまらない長期的な視点に立った、市民・事業者・行政が一緒に考え、行動す
るための指針「未来につなぐ３大戦略」を定めます。

１．未来につなぐ３大戦略

Cafe‘

循環型社会 縮充 ＤＸ
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１．循環型社会

今あるものを大切にして、豊かなまちであり続けます
ペットボトルのような回収資源だけでなく、空き家や公共施設などのまちのストック、さらには当市
の誇る自然や歴史、文化に至るまですべてはこのまちの資源です。今ある資源を大切に循環させて使い
続けることで、まちの持続的な発展を図ります。
（取り組みの方針）
　①エネルギーの地産地消・省エネを推進します。
　②可能な限り資源を地域内で循環させることで経済の好循環を生み出します。
　③�再生産可能な資源である木材の積極的な活用を推進し、「育て・使い・また育てる」の林業のサ

イクルを回していきます。
　④空き家や公共施設などのまちのストックを有効に活用し、まちの活力につなげます。
　⑤歴史や文化といったこのまちの誇る地域資源を未来に残していきます。

２．縮　　充

選択と集中で、暮らしの満足度を高めます
人口減少が進むことにより、投資できる財（ヒト・カネ）は徐々に限られてきます。そのような中に
あっても、真に必要な施策・事業に資源を集中させ、「量」から「質」への転換を図ることで、このま
ちに暮らす市民の満足度を高めます。
（取り組みの方針）
　①当市の特徴を磨き上げ、個性あるオンリーワンのまちを目指します。
　②�まちづくりは市民の手の中にあるという意識を醸成し、市民とともに暮らしの満足度を高めま

す。
　③�拠点に集まり効率的に豊かに暮らす「コンパクト・プラス・ネットワーク」の考え方に基づいた

まちづくりを進めます。
　④�行政経営の効率化を進めるために、市民・事業者との対話を踏まえ、事業のスクラップ＆ビルド

を行います。

３．Ｄ　　Ｘ

デジタルの力で、暮らしを便利に変えていきます
国が描く Society5.0 で実現する社会の姿を見据え、「島田市デジタル変革宣言」で掲げた「市民サー
ビス」、「地域・産業」、「行政経営」の各分野において、デジタルシフトを進めることで、「誰もがデジ
タル技術を活用し、安心して快適に暮らせる新しい社会」をつくります。
（取り組みの方針）
　①�行政サービス、教育分野、医療分野などにおいてデジタル技術を活用し、市民生活の利便性を向

上します。
　②誰もがデジタルの恩恵を受けられるように、世代や地域による格差の解消を図ります。
　③商工業や農業、観光などあらゆる分野の産業ＤＸを支援します。
　④�業務のデジタル化の推進や多種多様なデータを活用した市民サービスの提供など行政経営をス

マートにします。
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地方創生や地域課題の解決のため、総合計画に位置付けた施策に取り組むことは、当市が掲げる
将来像「笑顔あふれる�安心のまち�島田」の実現だけではなく、ＳＤＧｓの理念「誰一人取り残さ
ない」社会の実現を図ることにもつながります。
私たちは、地域の多様な主体とのパートナーシップにより、国際的視点で考え、地域主体で行動し、
その取り組みを地域全体に広げることで、ＳＤＧｓに取り組む人々を増やすとともに、経済・社会・
環境の好循環が生まれる持続可能なまちづくりを更に推進していきます。
よりよい未来をこれからの世代に引き継いでいけるよう、私たち一人ひとりが「誰一人取り残さ
ない」持続可能な社会の実現に貢献します。

２．島田市におけるＳＤＧｓ

☑✍既に、島田市の 16.9％※の人が、ＳＤＧｓを理解し、行動に移しています。
今後も、ＳＤＧｓに関する取り組みを地域全体に広め、行動する人々を増やしていきます。
※令和３年度市民意識調査による

ＳＤＧｓは、2015 年９月の国連サミットにおいて、加盟国の全会一致で採択された、2030 年まで
に達成すべき「持続可能な開発目標」です。「誰一人取り残さない」という理念のもと、「世界の貧困を
なくす」「持続可能な世界を実現する」ことを目指し、17 のゴール、169 のターゲットから構成され
る世界共通の目標です。
国は、自治体においてＳＤＧｓを活用することで、客観的に自己分析することができ、特に注力すべ
き政策課題の明確化や、「経済・社会・環境」の三側面の相互関連性の把握による政策の推進全体の最
適化が実現するとしています。
ＳＤＧｓの 17のゴールは、一つの分野のみならず、教育、産業、健康、福祉など、まちづくりの根
幹となる様々な分野に広く関係しています。このことから、ＳＤＧｓという共通目標を持ち、自治体と
地域の多様な主体との間で、政策目標の共有とパートナーシップの深化を実現していきます。

・地方自治体としてＳＤＧｓに貢献するために

持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）
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☑✍本計画では、みんなでできる取り組みを「みんなでやってみよう！ＳＤＧｓ」として、
基本計画中に政策分野ごとコラムを掲載しています。是非そちらも御覧ください。

ＳＤＧｓを達成するためには、私たち一人ひとりができることを考え、取り組んでいくことが大事で
す。ＳＤＧｓが掲げる「持続可能な開発目標」はとても大きなことのように感じるかもしれませんが、
日常生活の身近なところにもできることはたくさんあります。
世界共通の目標達成に向け、今、私たちができることから行動しましょう。

・みんなではじめようＳＤＧｓ

・総合計画におけるＳＤＧｓ
本計画では、施策の柱ごと目的を同じくするＳＤＧｓの 17のゴールを表記し、そのつながりを明確
化しています。総合計画に則り、ＳＤＧｓの17のゴールを見据えた取り組みを展開していくことで、「誰
一人取り残さない」持続可能な社会の実現に貢献していきます。

持続可能な社会の実現に向けた 17 の目標
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分野 施策の柱の名称 SDGs 主なゴール みんなでできること

政
策
分
野
１

 

（
防
災
・
福
祉
・
健
康
）

ここに住むすべての人の
安全な生活を守る 地域の防災訓練に参加しよう

健康で自分らしく暮らす 健康診断を受診しよう

生涯を通じて誰もが
生きがいを持ち
安心して暮らす

習慣的に楽しく運動しよう

互いに支え合い、
いきいきと幸せに暮らす

フードバンクに協力しよう
（☆コラム→ P.74）

政
策
分
野
２

 

（
子
育
て
・
教
育
）

子どもを生み育てやすい
環境をつくる 家事や育児を分担しよう

地域ぐるみの
教育環境をつくる

あいさつを交わし、
思いやりを届けよう
（☆コラム→ P.90）

豊かな心を育む教育を進める 給食を残さず食べよう

地域で学びの力を発揮する
人材を育てる 興味のある事柄を調べてみよう

生涯を通じて
スポーツを楽しむ人を増やす パラスポーツをやってみよう

政
策
分
野
３

 

（
経
済
・
産
業
）

地域で働く人を増やし
地域経済を発展させる

仕事と生活の
バランスを整えよう

世界に誇れる技術を持った
中小企業を育てる 魅力ある市内の企業を知ろう

商店街や個店を支援し、
地域のにぎわいを生み出す

まちなかで
お気に入りの場所を見つけよう

地域の特色を活かした
農林業を進める

島田市のものを島田市で買おう
（☆コラム→ P.101）

地域の魅力を活かした
観光振興を図る

友達を誘って
お祭りに参加しよう

・施策の柱のゴールとみんなでできる取り組み
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分野 施策の柱の名称 SDGs 主なゴール みんなでできること

政
策
分
野
４

 

（
環
境
・
自
然
・
生
活
）

地域循環共生圏を形成する ごみの量を減らそう
（☆コラム→ P.109）

みどり豊かな自然を守り育む 花を育ててみよう

水資源と水環境を守る 水の出しっぱなしはやめよう

住みよい生活環境をつくる お互いを認め合い、尊重しよう

政
策
分
野
５

 

（
歴
史
・
文
化
・
地
域
）

培われた歴史・文化で
地域への理解と愛着を深める

島田の歴史・文化に
触れてみよう
（☆コラム→ P.122）

島田を知り、
好きになってもらう

島田市緑茶化計画を
みんなで盛り上げよう

誰もが暮らしたい、
関わりたい、
魅力ある地域をつくる

市外の友達に
島田市に遊びに来てもらおう

政
策
分
野
６

 

（
都
市
基
盤
）

便利で魅力ある
まちの拠点をつくる

富士山静岡空港を使って
出かけよう

安全で快適な
生活基盤を整える

美しい生活環境をつくろう
（☆コラム→ P.137）

地域と地域の活発な
交流を支える道をつくる

道路に穴ぼこを見つけたら
市役所に連絡しよう

政
策
分
野
７

 
（
行
財
政
）

みんなの協力でまちをつくる
まちづくりを
自分ごととして考えよう
（☆コラム→ P.147）

安定的・継続的な
市民目線の行財政運営を
進める

市役所の手続きを
デジタルで済ませてみよう

都市間連携による
地域の活性化を進める 外国の人と交流してみよう

公共施設を
賢く持って、賢く使う

図書館などの公共施設を
大切に使おう

34　第2次島田市総合計画 笑顔あふれる 安心のまち 島田　35



36　第2次島田市総合計画 笑顔あふれる 安心のまち 島田　PB



■　基本構想　■
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これからのまちづくりを進める上で、継続性を持った基礎的な考え方として基本理念を
定めます。
基本理念は、市民一人ひとりが、意識をもって取り組むまちづくりの共通の指針となる
ものであり、広く市民に浸透させていくことが必要であることから、第１次総合計画で定
めた内容を第２次総合計画に継承しています。

基本構想

◆ここにしかない「個性」を⼤切に
大井川や牧之原台地などの自然環境、茶やバラに代表される一次産品、大井川鐵道の

ＳＬや川根温泉、田代の郷温泉などの観光交流資源、大井川川越遺跡や蓬莱橋といった

歴史・文化資源など、当市にしかない資源を守り、未来に伝えます。

これらの資源を、身近な生活環境の向上をはじめ、産業の活性化や教育・文化活動の

振興、市民の健康づくりなど、快適な生活空間づくりやまちの魅力・個性の強化に積極

的に活かすことで、この地域だからこそ住みたくなる、いつまでも住み続けたくなるま

ちづくりを目指します。

◆どこよりも「元気」に
富士山静岡空港及び東名高速道路、新東名高速道路のインターチェンジといった広域

交通拠点や大井川流域の豊かな地域資源を有する特徴を活かし、人や地域が相互に連携

し、呼応しあった相乗効果の高いまちづくりを目指します。

その中で、技術・ノウハウ・知識を結集させ、豊かな水や優れた交通条件などの当市

の利点を活かした企業の立地を促し、十分な雇用の場が確保されるよう、産業の活性化

を図ります。

地域の魅力・個性を積極的に発信することで、多くの人が訪れ、にぎわいにあふれる

まちづくりを進めます。

こうした取り組みの中で、新たな元気・活力を呼ぶ若者の定住化を促進し、輝く未来

を担う豊かな人材が育っていくまちづくりを進めます。

◆ともに⽀え合い「協働」して
だれもがお互いを認め合い、支え合いながら、世代を超えて健やかに暮らせるまちづ

くりを目指します。

このため、自主的・自発的なコミュニティ活動や市民活動を促進し、市民自らが自ら

の住むまちをより良くしていこうとする市民主体のまちづくりを進めます。

郷土を愛する思いのもと、市民・事業者・行政それぞれが互いにその特性や役割を理

解し、相互の信頼関係に基づく対等な立場で、ともに力を合わせる協働のまちづくりを

進めます。

基本理念

１．基本理念
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将来像は、総合計画の実行によって目指す「島田市のあるべき将来の姿」を明示するも
のとし、市職員のみならず、市民や事業者、各種団体など、あらゆる「島田市民」にとって、
イメージしやすく、将来（計画目標期間）への希望やメッセージ性を備えた「キャッチフレー
ズ」として設定します。
後期基本計画では、時代の潮流を踏まえ、将来像に込めている想いを追加しました。

島田の特性（広域交通条件や固有の歴史・文化資源など）を活かした、にぎわい（産

業、観光）が生まれる活力ある持続可能なまちづくりを目指します。

安心して子どもを生み育てられ、「子育てするなら島田」と思われるまちづくりを目指し

ます。

大井川に育まれた水と緑豊かな自然環境の島田に生まれ、育ち、地域でのつながりや支

え合いの中で住み続けられ、一旦は進学や就職などで島田を離れたとしても、かつての仲

間たちと再び過ごしてみたい気持ちを呼び起こす、一人ひとりが人生を描くことができる

まちづくりを目指します。

島田に住んだことがない方でも、暮らすなら島田と思われる、まち全体に漂うあたたか

さ、ゆったりした雰囲気を大切にした、まちづくりを目指します。

自然災害やパンデミックをはじめ様々なリスクから市民の生命と財産を守り、安全・安

心に暮らし続けられるまちづくりを目指します。

年齢・性別・国籍・文化・宗教の違いや、障害の有無にとらわれず多様性を認め合い、

誰もが自分らしい生活ができる共生のまちづくりを目指します。

～　島田への愛着や誇りを抱きつつ、安全・安心にいきいきと

笑顔で過ごしていけることを実感できるまち　～

将来像に込めた想い

２．将来像
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将来像の実現に向け、市民・事業者・行政がともに力を合わせてまちづくりに取り組
むよう、それぞれの役割を定めます。

「市　民」
・��まちづくりに参加する権利を有し、まちづくり全般に関心を持ち、情報の収集や学
習活動を行い市民同士が積極的に交流するなど、まちづくりの主役となります。

「事業者」
・�それぞれの経営理念に基づく事業活動により、安全で良質な商品やサービスを提供
し、さらには社会貢献活動を通して地域との信頼関係や協力関係を構築するなど、
まちづくりに携わる構成員となります。

「行　政」
・�将来像の実現に向け、市民の意向を踏まえつつ施策・事業を選択し、実行します。
・�まちづくりは市民の手の中にあるという意識を醸成し、市民とともに総合的・計画
的にまちづくりを進めます。さらに、財政力・組織力を高め、行財政基盤の強化を
図るとともに、複雑多様化する行政課題に効率的・効果的かつ迅速に対応します。

将来像を実現するための役割
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当市の土地利用については、国土利用計画（島田市計画）に基づいて展開していくものとし
ます。以下にその基本となる考え方や土地利用の方向性を示します。

（１） 土地利用の基本的な考え方

（２） 地域類型別の土地利用の基本方向

◆大規模災害に備えた安全な土地利用

◆活力あふれ持続的な成長を確保する土地利用

◆自然と共生し快適でうるおいのある土地利用

◆地域の魅力や個性を活かした土地利用

◆市民や地域が主体的に参画して進める土地利用

土地利用の基本方針

土地は、市民生活及び産業・経済活動の共通の基盤と認識し、以下の方針のもとに今後
の土地利用を図っていきます。

市域を土地利用上の特徴によって類型化し、その類型（ゾーン）ごとに土地利用を進め
ていきます。

　① 自然保全ゾーン
市北部の山間地、大茶園、田園、丘陵地などについて位置づけ、豊かな緑・水辺の環境
を保全するとともに、山間地にあっては、林業の振興や森林の整備（荒廃化した山林の
回復等）を図ります。

　② 集落ゾーン
島田及び金谷地域の市街地周辺の集落部を位置づけ、農業経営の規模拡大や生産性の向
上を図る基盤整備を進めるほか、市街地に近接している立地特性を活かし、都市近郊型
農業など、新たな営農形態への転換や他産業との連携等により活力を生み出す場として
いきます。

　③ 市街地ゾーン（川根、金谷、中心市街地周辺、六合、初倉）
鉄道駅・高速道路インターチェンジ周辺にあたる既成市街地を位置づけ、居住・福祉・
市民サービス・交流等の多様な生活機能の維持・向上や、商業・業務施設等の立地を促
進し、人口増加がみられる地域を中心にゆとりある暮らし空間を提供する住宅地の整備
を推進します。
富士山静岡空港や東名高速道路、新東名高速道路などの交通ネットワークに近接する強
みを活かし、農業的土地利用との調整に配慮しつつ産業機能との調和を図ります。

　④ 中心市街地ゾーン（島田駅・市役所周辺）
島田駅周辺の中心市街地を位置づけ、都市基盤の整備や商業・業務施設等の立地促進を
図ります。

３．土地利用の方向
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地域類型別の土地利用の基本方向

また、駅周辺の利便性の高い良好な住環境を形成し、空き家の活用等も含めた住宅供給
による人口増加を目指します。

　⑤ にぎわい創出ゾーン
新東名高速道路島田金谷インターチェンジ周辺及び旧金谷中学校跡地周辺をにぎわい創
出ゾーンに位置づけ、充実した交通機能を背景に、にぎわいを生み出す拠点施設の整備
や既存観光施設との連携、今後の成長が期待される産業分野の企業立地などにより、ま
ちのにぎわいを創り出していきます。

　⑥ 空港周辺ゾーン
富士山静岡空港の周辺部を位置づけ、広域交通拠点としての立地特性と日本一の茶園景
観等を活かしながら、農業的土地利用との調整に配慮しつつ、都市基盤の整備や企業立
地、散策路整備などを促進し、交流とにぎわいのある「ふじのくに」の空の玄関口にふ
さわしいまちづくりを進めます。
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 みんなで描く“キャンバス” 

２ 
⼦育て 
・教育 

子育て・教育環境 

が充実する 

まちづくり 

３ 
経済・産業 
地域経済を力強く 

リードする 

まちづくり 

１ 
防災・ 

福祉・健康 
安全で健やかに 

暮らせる 

まちづくり 

４ 
環境・⾃然 

・⽣活 
住みよい生活環境が 

あり、自然とともに 

生きるまちづくり 

５ 
歴史・⽂化 

・地域 
歴史・文化が 

かがやく、 

人が集まる 

まちづくり 

６ 
都市基盤 
ひと・地域を 

支える 

都市基盤が 

充実する 

まちづくり 

７ 
⾏財政 

人口減少社会に 

挑戦する 

経営改革 

将来像の実現に向けて、七つの「政策分野」を定め、まちを “ キャンバス ” に見立てて、
市民・事業者・行政が、ともに未来を描いて（具体的な施策を推進して）いきます。

◆ここにしかない「個性」を大切に

◆どこよりも「元気」に

◆ともに支え合い「協働」して

基本理念

土地利用の方向

政策分野

４．政策分野
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安全で健やかに暮らせるまちづくりを進めます。
地震や集中豪雨といった自然災害や新型コロナウイルス感染症のパンデミックなど市民生活
を脅かす危機事態は、多様化・複雑化・激甚化しています。市民への自助意識の定着を図り、
さらに地域力を活かした共助の仕組みを作りながら、危機管理体制の実効性を高め、あらゆる
事態を想定した対策を進めることで市民の生命と財産を守ります。
市民が健やかに暮らすには、市民一人ひとりが健康である必要があります。市民が病気にな
らないよう、市民一人ひとりのスポーツ活動等に加え、健康意識を高める取り組みや健康診断
を通して、市民の健康づくりを促進します。
また、「島田市立総合医療センター」とかかりつけ医が各々の役割を果たすとともに、連携を
図ることで市民の生命と健康を守ります。
団塊の世代が後期高齢者に達する 2025 年が到来すると、更なる高齢化率の上昇が見込まれ
ます。また、高齢者のみの世帯や高齢者の単身世帯の増加、地域コミュニティの希薄化などに
よる高齢者の孤立化や介護、障害、生活困窮といった様々な課題を抱える人が増加しています。
すべての市民が、住み慣れた地域で自分らしくいきいきと生活ができるよう、ユニバーサルデ
ザインの考え方を取り入れながら、福祉の制度や分野の枠を超え、地域住民と事業者、関係機
関が連携し「お互いに支えあう社会＝地域共生社会」の実現を目指します。

子育て・教育環境が充実するまちづくりを進めます。
「切れ目ない」支援を一層充実させるとともに、まち全体で子育てを応援する機運を高め、こ
のまちで子育てしたくなる、子どもにも親にも優しい子育て応援都市を目指します。
家庭・地域・学校が一体となって地域の教育力向上に取り組むとともに、地域の持つ歴史・
産業・自然環境などの特色を活かした学習を推進することで、子どもの「地元への愛着心」「市
民としての誇り」を醸成していきます。また、子どもを愛し受け入れ褒めて伸ばすといった「親
力」の向上を図ります。
ＧＩＧＡスクール構想で整備した校内通信ネットワークと１人１台端末を活用し、デジタル
社会をたくましく生きていくことができるよう子どもの成長を支援します。また、安全・安心
に学校生活を過ごせるよう、学校施設の適切な管理運営に努めるとともに、子ども一人ひとり
の個性や特性に寄り添い、誰もが平等な教育を受けられる環境をつくります。
誰もが、いつでも、どこでも学習活動に取り組めるよう、ライフステージに応じた多種多様
な学習機会を提供し、学んだ成果を社会活動に役立てることのできる場を設けていきます。また、
青少年が地域社会の一員として自立、活躍し、未来の島田を担えるよう、家庭や地域が関わり
を持ちながら育てていきます。
市民の健康づくり・体力づくりを目的に、「市民ひとり１スポーツの実現」に向けて、子ども
からお年寄りまでの誰もがスポーツに親しむことができる環境づくりを進めます。

（１） 防災・福祉・健康 

【施策の柱】
⃝ここに住むすべての人の安全な生活を守る（危機管理・防災・消防）
⃝健康で自分らしく暮らす（健康づくり・地域医療）
⃝生涯を通じて誰もが生きがいを持ち安心して暮らす（高齢者・介護）
⃝互いに支え合い、いきいきと幸せに暮らす（地域福祉・障害福祉）

（２） 子育て・教育 
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【施策の柱】
⃝子どもを生み育てやすい環境をつくる（子育て）
⃝地域ぐるみの教育環境をつくる（学校支援・子ども支援）
⃝豊かな心を育む教育を進める（義務教育）
⃝地域で学びの力を発揮する人材を育てる（社会教育）
⃝生涯を通じてスポーツを楽しむ人を増やす（スポーツ活動）

【施策の柱】
⃝地域で働く人を増やし、地域経済を発展させる（人材確保）
⃝世界に誇れる技術を持った中小企業を育てる（中小企業支援）
⃝商店街や個店を支援し、地域のにぎわいを生み出す（にぎわい創出）
⃝地域の特色を活かした農林業を進める（農業・林業）
⃝地域の魅力を活かした観光振興を図る（観光）

地域経済を力強くリードするまちづくりを進めます。
世界を震撼させた新型コロナウイルスの影響は、当市においても経済活動に大きな打撃を与
えました。一方で、人々の生活様式や価値観、働き方に大きな変化をもたらし、いわゆるニュー
ノーマルに対応した柔軟なアイデアと行動力が新しいビジネスチャンスを生み出し始めていま
す。
この機会を捉え起業を志す方のサポートや、中小企業者等の経営革新の支援、さらに、多様
な働き方の支援やＵＩＪターンの促進による地域経済を支える人づくりに取り組んでいきます。
様々な分野でのデジタルトランスフォーメーションが急速に進む現在、中小企業者等もデジタ
ル化を進めなければ、淘汰される時代が訪れています。事業者のデジタルリテラシーの向上を
図り、地域経済の発展につなげていきます。
中心市街地では、リノベーションによる個性的で魅力的なエリアづくりや公共空間の活用に
より、居心地が良く、歩くことが楽しくなる「ウォーカブルシティ」を形成し、にぎわいの創
出を目指します。
就労者の減少が顕著である農林業は、言い換えれば、最も労働生産性を上げなければならな
い産業と言えます。歴史ある農林業を次の世代につなげていくために、農地の集積・集約化や
ＩＣＴの活用などを進めることで、持続可能な産業にしていきます。
また、茶業を取り巻く状況はかつてない危機を迎えています。まちの誇りである「島田のお茶」
の素晴らしさを、茶業界に携わる人だけでなく、今一度市民全体で共有し、茶産地島田市を国
内外に発信していきます。
観光は、当市の強みになり得る分野です。地域資源・観光資源を磨き上げ、その魅力を最大
限に引き出すとともに、デジタルマーケティングによる効果的な情報発信により、多くの人が
訪れるまちにしていきます。
商工業・農林業・観光のすべての産業で「稼ぐ」をキーワードに、持続可能な地域経済を目
指します。

（３） 経済・産業 
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（４） 環境・自然・生活 

【施策の柱】
⃝�地域循環共生圏を形成する（脱炭素社会・エネルギーの地産地消・循環型社会・環境教育）
⃝みどり豊かな自然を守り育む（森林環境・農地保全・緑化活動）
⃝水資源と水環境を守る（水環境）
⃝�住みよい生活環境をつくる（住宅・防犯・公共交通・交通安全・消費生活・人権・男女
共同参画・多文化共生）

住みよい生活環境があり、自然とともに生きるまちづくりを進めます。
2050 年までに温室効果ガスの排出を全体としてゼロにする脱炭素社会の実現を目指し、日
本全体が動き始めています。環境分野については、その課題が大きいからこそ、一人ひとりが
地球人としての意識を持ち、行動することが求められています。
当市も 2021 年に表明した「ゼロカーボンシティ」の実現に向けて、エネルギーの地産地消、
省エネルギー、資源のリサイクルやごみの減量を推進します。さらに、環境負荷の低減を市民
とともに進めていくことで、今よりも快適で利便性が高い社会を目指します。
また、当市の発展の礎でもある、水とみどりに恵まれた豊かな森林資源・水資源を保全し、
後世に引き継いでいきます。
事故や犯罪に遭うことがなく、市民の誰もが「住み続けたい」と思える良好な住環境の形成
に取り組みます。また、市民の通勤・通学・通院などを支える公共交通網については、地域の
実情に合わせながらよりよい仕組みとなるよう努めます。
性別、年齢、国籍等に関わらず、一人ひとりが尊重され、互いに認め合い、協力して暮らせ
る社会の実現を目指します。

（５） 歴史・文化・地域 
歴史・文化がかがやく、人が集まるまちづくりを進めます。
大井川川越遺跡や諏訪原城跡といった歴史資源を、保存するとともに観光資源として活用す
ることで、まちの活力につなげます。また、文化活動のすそ野を広げ、文化芸術がもたらす恩
恵をすべての市民に届けます。
島田市は、素晴らしい歴史資源や観光資源にあふれています。多くの人に認知してもらい、
島田市を訪れる、島田市のものを買うといった行動につなげてもらうために「島田市緑茶化計画」
を旗印にシティプロモーションを展開するとともに、機会を逃さない柔軟な発想を持ち、デジ
タルなどを活用した効果的な情報発信に努めます。また、官民一体となったシティプロモーショ
ン活動は、このまちに暮らす人たちの「島田愛」の醸成にもつながります。
当市の持つ豊かな自然や、歴史・観光資源、充実した子育て環境などに魅力を感じ、深く関
わりたい、暮らしたいと思う人を増やし、大切にしていきます。また、中山間地域ならではの
魅力を感じ、そこでの暮らしを望む人が、いつまでも暮らし続けられるように、持続可能な中
山間地域づくりを目指します。

【施策の柱】
⃝培われた歴史・文化で地域への理解と愛着を深める（歴史・文化）
⃝島田を知り、好きになってもらう（情報発信・シティプロモーション）
⃝誰もが暮らしたい、関わりたい、魅力ある地域をつくる（移住・関係人口）
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（６） 都市基盤 

【施策の柱】
⃝便利で魅力あるまちの拠点をつくる（都市計画）
⃝安全で快適な生活基盤を整える（生活道路・河川・公園・上下水道）
⃝地域と地域の活発な交流を支える道をつくる（幹線道路）

ひと・地域を支える都市基盤が充実するまちづくりを進めます。
人口減少、少子高齢化が進行する中、「成長・拡大」のまちづくりは、既に過去の考え方となっ
ています。地域に拠点をつくり、そこに生活サービスや居住を誘導・集約し、拠点間を多様なネッ
トワークで結ぶ「コンパクト・プラス・ネットワーク」の考えに基づき、これからの持続可能
な都市構造への転換が必要となります。
市民が快適に日常生活を送る上で欠くことのできない、生活道路や上下水道等の社会インフ
ラの多くは高度経済成長期に整備しており、耐用年数を順次迎えています。最小限の投資で最
大限の効果が上がるよう、計画的に更新を進めていきます。
拠点間や交通の要所をネットワーク化するため、幹線道路の整備を進めます。静岡県や国が
管轄する広域幹線道路についても、整備が進捗するよう働きかけていきます。

（７） 行財政 
人口減少社会に挑戦する経営改革を進めます。
人口減少・超高齢社会の中で、これからも安心して住み続けられるまちであり続けるために、
市民・事業者・行政がそれぞれの役割を理解し、自分ごととして認識・行動できる地域の主体
性を尊重した「協働のまちづくり」を進めていきます。
市民の期待に応えられる市役所であるために、人材育成を進めることで職員の持つ能力の最
大化及び意識改革を図るとともに、成果を分かりやすく伝えるため、行政評価の手法を使い説
明責任の向上に努めます。
また、デジタル変革を力強く推進し市民の利便性向上を図っていきます。併せて、効率的な
行政サービスの提供へとつながる広域的な協力体制の構築にも引き続き努めていきます。
高度経済成長期以降に集中的に整備した公共施設が一斉に老朽化していることは、現在の行
財政運営の大きな課題です。公共施設のあり方を市民と一緒に考え、個々の施設の方針を共有
していきます。

【施策の柱】
⃝みんなの協力でまちをつくる（市民協働）
⃝�安定的・継続的な市民目線の行財政運営を進める（行財政改革・人材育成・情報公開）
⃝都市間連携による地域の活性化を進める（広域連携）
⃝公共施設を賢く持って、賢く使う（公共施設の保全・再編・利活用）
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